
１．新規採用医薬品（16品目）　　
No 医薬品名 区分 一般名 製薬会社 規  格 薬  価 薬効 備  考

1  エルカルチンFF内用液10% 分包 ５ｍＬ 先 ﾚﾎﾞｶﾙﾆﾁﾝ 大塚 5mL1包 ¥348.90 レボカルニチン製剤

2  ※クロピドグレル錠25mg「SANIK」 後 25mg1錠 ¥29.00

3  ※クロピドグレル錠75mg「SANIK」 後 75mg1錠 ¥70.20

4  チラーヂンS散0.01％ 先 ﾚﾎﾞﾁﾛｷｼﾝ あすか 0.01%1ｇ ¥58.00 甲状腺ホルモン剤

5  バルプロ酸ﾅﾄﾘｳﾑｼﾛｯﾌﾟ5%｢日医工｣ ４ｍL 後 日医工 4mL1包 ¥26.80

6  バルプロ酸ﾅﾄﾘｳﾑ細粒40%「EMEC」 後 ｴﾙﾄﾞﾒｯﾄｴｰｻﾞｲ 40%1ｇ ¥16.30

7  フルニトラゼパム錠1mg「アメル」 後 ﾌﾙﾆﾄﾗｾﾞﾊﾟﾑ 共和 1mg1錠 ¥5.60 不眠治療剤  ﾛﾋﾌﾟﾉｰﾙ錠1mg経過措置満了:2019年3月末

8  フロセミド細粒4%「EMEC」 後 ｴﾙﾄﾞﾒｯﾄｴｰｻﾞｲ 4%1ｇ ¥6.40

9  フロセミド錠20mg「NP」 後 ﾆﾌﾟﾛ 20mg1錠 ¥6.00

10  ※ベポスタチンﾍﾞｼﾙ酸塩OD錠10mg｢ﾀﾅﾍﾞ｣ 後 ﾍﾞﾎﾟｽﾀﾁﾝ ﾆﾌﾟﾛ 10mg1錠 ¥20.70 抗アレルギー剤  先発：タリオン、後発：小児適応なし

11  マラロン配合錠 先 ｱﾄﾊﾞｺﾝ･ﾌﾟﾛｸﾞｱﾆﾙ GSK 1錠 ¥498.10 抗マラリア剤  予防目的：自費

12  メファキン「ﾋｻﾐﾂ」錠275 先 ﾒﾌﾛｷﾝ 久光 275mg1錠 ¥783.70 抗マラリア剤  予防目的：自費

13  リリカOD錠75mg 先 ﾌﾟﾚﾊﾞｶﾘﾝ ﾌｧｲｻﾞｰ 75mg1錠 ¥111.50
神経障害性疼痛・

線維筋痛症疼痛治療剤
 リリカカプセル75mgより切替

14  ケトコナゾールクリーム2%「JG」 後

15  ケトコナゾールローション2%「JG」 後

16  リボスチン点眼液0.025％ 先 ﾚﾎﾞｶﾊﾞｽﾁﾝ 参天 5mL/本 \610/本 H1ﾌﾞﾛｯｶｰ点眼剤

No 医薬品名 区分 一般名 製薬会社 規  格 薬  価 薬効 備考

1  ライゾデグ配合注フレックスタッチ 先
ｲﾝｽﾘﾝ ﾃｸﾞﾙﾃｸ/
ｲﾝｽﾘﾝ ｱｽﾊﾟﾙﾄ

ﾉﾎﾞ 300単位1ｷｯﾄ ¥2,206.00 溶解ｲﾝｽﾘﾝｱﾅﾛｸﾞ製剤

2  コデインリン酸塩錠20ｍｇ「タケダ」 - ｺﾃﾞｲﾝﾘﾝ酸塩 大日本住友 20mg1錠1錠 ¥78.10 鎮咳剤＜麻薬＞  ｺﾃﾞｲﾝﾘﾝ酸塩錠20ｍｇ「DSP｣販売中止

3  リクシアナOD錠１５ｍｇ 先 15mg1錠 ¥294.20

4  リクシアナOD錠３０ｍｇ 先 30mg1錠 ¥538.40

5  リクシアナOD錠６０ｍｇ 先 60mg1錠 ¥545.60

No 旧医薬品名称 （先発） 区分 会社名 備考

1  アチネス錠50ｍｇ （ミオナール） 後 あすか

2  イサロン錠100ｍｇ 後 あすか

3  ギボンズ錠1ｍｇ （テルネリン） 後 旭化成

4  ワークミンｶﾌﾟｾﾙ1.0 （アルファロール） 後 あすか

No 販売中止医薬品名 区分 一般名 製薬会社 規  格 薬  価 薬効 備考

1  トクレススパンスールカプセル30ｍｇ － ﾍﾟﾝﾄｼｷﾍﾞﾘﾝ 大日本住友 30mg1ｶﾌﾟｾﾙ ¥10.20 鎮咳剤  経過措置満了：2019年3月末

●

変更後の医薬品名称

 エペリゾン塩酸塩錠50ｍｇ「あすか」

 アルジオキサ錠100ｍｇ「あすか」

 チザニジン錠1ｍｇ「杏林」

活性型ビタミンD製剤

筋緊張緩和剤

胃炎・消化性潰瘍治療剤

筋緊張・痙性麻痺改善剤

４．販売中止医薬品（1品目）

 先発：プラビックス

 先発：セレニカ、デパケン

 先発：ニゾラール

ｸﾛﾋﾟﾄﾞｸﾞﾚﾙ

ｹﾄｺﾅｿﾞｰﾙ

ﾊﾞﾙﾌﾟﾛ酸ﾅﾄﾘｳﾑ
抗てんかん、躁病･躁状態､

片頭痛治療剤

外用抗真菌剤

日医工 抗血小板剤

 規格により効能効果に相違あり　ｴﾄﾞｷｻﾊﾞﾝ

 旧名称 経過措置満了:2019年3月末

３．医薬品の名称変更：後発医薬品の一般名称標記への変更に伴う（4品目）
薬効

利尿降圧剤  先発：ラシックス

経口FXa阻害剤

日本ｼﾞｪﾈﾘｯｸ 10g/本 \192/本

原則　翌月1日より処方可能です。　院内採用医薬品からの切替の場合、院内在庫が無くなり次第となります。ご了承下さい。

平成30年度 7月　薬事委員会結果報告

２．新規院外採用医薬品（5品目）

第一三共

 アルファカルシドールカプセル1μｇ「あすか」

※オーソライズド・ジェネリック：原薬、添加物および製法等が新薬と同一のｼﾞｪﾈﾘｯｸ医薬品

ﾌﾛｾﾐﾄﾞ



医薬品一般名
改訂箇所

「重大な副作用」　　　　　　　　　　　　　　追記

＜院外＞採用医薬品：アンカロン錠

医薬品一般名
改訂箇所

「慎重投与」　                            　　　追記

「重要な基本的注意」                         追記

「重大な副作用」                           　　追記

採用医薬品：フラジール内服錠

医薬品一般名
改訂箇所

「慎重投与」　                            　　　追記

「重要な基本的注意」                         追記

「重大な副作用」                           　　追記

＜院外＞採用医薬品：ボノピオンパック

医薬品一般名
改訂箇所

「慎重投与」　                            　　　追記

「重要な基本的注意」                         追記

「重大な副作用」                           　　追記

ランソプラゾール・アモキシシリン水和物・メトロニダゾール　　　             619　その他の抗生物質製剤
改訂内容

 （メトロニダゾール）

 コケイン症候群の患者で重度の肝毒性又は急性肝不全が発現し死亡に至ったとの報告がある。

 肝機能障害があらわれることがあるので、定期的に肝機能検査を実施するなど、患者の状態を十分に観察すること。

 （メトロニダゾール）

 肝機能障害があらわれることがあるので、異常が認められた場合には投与を中止し、適切な処置を行うこと。

 肝機能障害があらわれることがあるので、定期的に肝機能検査を実施するなど、患者の状態を十分に観察すること。

 （メトロニダゾール）

 肝機能障害があらわれることがあるので、異常が認められた場合には投与を中止し、適切な処置を行うこと。

　無顆粒球症、白血球減少があらわれることがあるので、観察を十分に行い、異常が認められた場合には、投与を中止する等の適切な　処置を行うこと。

 コケイン症候群の患者で重度の肝毒性又は急性肝不全が発現し死亡に至ったとの報告がある。

 コケイン症候群の患者

 （メトロニダゾール）

 コケイン症候群の患者で重度の肝毒性又は急性肝不全が発現し死亡に至ったとの報告がある。

　無顆粒球症、白血球減少：

 肝機能障害があらわれることがあるので、定期的に肝機能検査を実施するなど、患者の状態を十分に観察すること。

 肝機能障害：

 肝機能障害があらわれることがあるので、異常が認められた場合には投与を中止し、適切な処置を行うこと。

ボノプラザンフマル酸塩・アモキシシリン水和物・メトロニダゾール             619　その他の抗生物質製剤
改訂内容

 （メトロニダゾール）

 コケイン症候群の患者

 （メトロニダゾール）

＜院外＞採用医薬品：ランピオンパック

５．医薬品情報室より　　
重要な添付文書改訂について ： DSU(医薬品安全対策情報)No.270（2018.6）

 コケイン症候群の患者

改訂内容
　アミオダロン塩酸塩　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　212　不整脈用剤

改訂内容
メトロニダゾール（経口剤、注射剤）                                            　　　　641　抗原虫剤


